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＜公民館＞ 

おやこ教室 水曜日 10:00～ 

10月 16日  リトミック 
10月 30日  いちごの日②(自由参加) 

無料☆スマホ教室 各日先着 15名程度 

 ①10月 17日(木) 10：00～11：30 

 内容：カメラ、地図、音声入力、音声アシスタント 

 ②11月 26 日(火) 13：30～15：00 

 内容：LINEアプリ、音声アシスタント 他 

申込み 公民館まで 0857-28-1034 

＊両日とも全員へ同じ機種を貸し出され学習します。 

国際交流 ～ドイツ～ 共催：社協 
日 時 11月 18日(月) 賀露小 11/16の振替休日予定 

※ 詳しくは、小学校より配布のチラシをご覧ください。 

 

 

 
 

公民館ＨＰ 

インスタグラム 

＜健康づくり推進員会＞   

集団健診 

日時・場所 10月 9日(水) 
  8：30～10：00 6区公民館 

12：30～14：00 8区集会所 

健康体操～健やかに過ごせる身体づくり～ 

 日時・場所 

①10/31(木) 地区公民館 10：00～    
②11/28(木) ６区公民館 10：00～ 

申込み 各区健推または公民館へ 

※ 詳しくは回覧をご覧ください 

中学生・高校生スタッフ大募集(保護者の承諾必要)  

・申し込み 随時受付公民館または自治会まで 

＜社会福祉協議会＞ 

となり組福祉員・愛の訪問協力員 

          合同研修会 
日 時 10月 15日(火) 10：00～   

場 所 地区公民館 

ミニデイサービス 
日 時 10月 23日(水) 10：00～   

場 所 8区集会所 
内 容 健康診断、健康体操、楽しいお話 

 参加費 200円 

男の料理 先着 16名 
日 時 10月 24日(木) 9：30～   

場 所 地区公民館 
内 容 燻製料理体験 

講 師 燻製道楽代表 青木利晴さん 

 参加費 1,500円 

  

 

＜人推協＞  

第 2 回協力員研修 11 月 5 日（火）共催：賀露小人権教育委員 
「 こどもの人権 

『こどものために』ではなく『こどもと一緒に』 」 

  講師 鳥取こども学園理事長 藤野謙一さん 

小地域座談会 10月～ 各町内会で実施 

※ 内容、時間等は回覧にてお知らせします 

賀露のお宝を紐解き、お届けします。この掲載の内容は、 

公民館ホームページ「公民館大倉庫」でもご覧いただけます。 

賀露の民話 その１ ～「ひょうたん」と力士塚～ 

相撲は、古代日本の宮中行事の一つでした。戦国時代、貴族の都落ちによって京都の文化が全国に広がり、

その中に相撲を本職として生計を立てる相撲人が出現しました。 

また、神社仏閣の建築修復の資金調達のための興行（勧進）や、神社の祭礼の際に相撲が行われることが

多かったことから、これらを「勧進相撲」と称して興行が行われました。 

因幡地方は古くから相撲が盛んな地で、「因幡に行きて小角力（こずもう）とるな、出雲で小謡唄うな、作

州で小棒ふるな」という諺もあります。 

賀露も、多くの相撲人を輩出しています。「ひょうたん」という民話は、賀露町出身の力士「山野井鷲之

助」がモデルです。 

 
民話「ひょうたん」 

賀露の大力（強い力のある人）が、砂につけた足跡が「ひょうたん」に似ていることから、その男は「ひ

ょうたん」と呼ばれ、鳥取藩のお抱え力士になりました。 

江戸で他国の力士と相撲をとった時、相手力士が禁じ手を使ったため、ひょうたんは相手の首を捻って殺

してしまいました。 

これに怒った相手力士の殿様は、ひょうたんを殺そうと賀露に帰る道中の茶店に毒飯を準備させました。

これを食べたひょうたんは病気になり、二十八歳で病死したそうです。 

【賀露・晩稲の力士塚】 

・東善寺門前：大和川久太郎、山野井鷲之助、磯ケ島直右エ門、志賀ノ浦淺次良、大和川徳五郎、濱柳文七、留碇甚七、 

大和川徳四郎、山嵐安五郎、濱柳吉五郎、響灘作五郎、響灘久四郎、浜柳兵一、木村鹿之助 

・賀露町北四丁目新道入口：今錨米吉 

・晩稲公園隣接地：豊島新平 

「ひょうたん」こと山野井鷲之助は子どもの頃から力が強く、地引網の一方を一人で受け持ったといわれて

います。因州鳥取藩池田家のお抱え力士で、佐渡が嶽部屋に入門し、関脇まで出世しましたが、若くて亡く

なりました。東善寺には、山野井鷲之助も含めて賀露ゆかりの力士の功績を称える力士塚が十四基と船問屋

竹田與平塚の計十五基が並んでいます。 

今錨米吉塚    豊島新平塚 

東善寺門前力士塚 

＜食事サービスボランティアの会＞ 

食事サービス 10月 16日(水)   

＜食育推進員会＞  

伝達講習 11 月 1日(金)  共催：公民館 

※ 詳しくは、小学校より配布のチラシをご覧ください。 



  

 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

10 月行事予定 変更になることがあります 

 

 
＜自治会＞ 

・令和 6 年防災功労者内閣総理大臣表彰の受賞について 

今般、賀露地区自主防災会連絡協議会が、「令和６年防災功労

者内閣総理大臣表彰」を受賞しました。9/13(金)、総理大臣官邸

にて表彰式が行われ芥島自治会長が出席しました。 

 受賞の理由は、永年にわたり自主防災会・防災リーダー・避難

所開設担当者などが中心となり、災害時の安否確認や避難所開設

の訓練、防災研修等を継続して実施し、地域の防災体制の整備に

多大な貢献をしたというものであり、地域住民の防災意識や自助

共助の意識向上につながっていることが高く評価されました。 

 これはひとえに、先輩先達の先進的取組と町内皆さまの高い防

災意識によるご支援ご協力の賜物です。 

 今後とも、自治会、地区防災会連絡協議会（各町内会）、町民

の皆様が一丸となって賀露校区の安心安全の土台造りに邁進して

いきたいと考えます。 

・第４回賀露校区民文化祭の開催について 

10/6(日)10時より（オープニングは９時 45分～）開催します。 

多くの校区民の皆様のご来場をお待ちします。 

＜民児協＞  

人権尊重社会を実現する鳥取市民集会 8/23(金) 

地区民児協 5人が参加。圓通寺の紙芝居、講談師の神田さん 

「はだしのゲン～９歳の少年がみた戦争と原爆の真実～」を観た

後、各々が関心のある分科会へ参加し知見を広めました。 

賀露地区担当保健師との懇談 9/4(水) 

保健師より「地域包括ケアシステム」における保健師の活動の説

明を受け、意見交換を行いました。 

 
＜賀露小学校教育振興会＞ 

キャンプファイヤー 9/14(土) 

 

＜人推協＞ 

湖東ブロック人権啓発研修会 9/7(土)  

於：賀露地区公民館  参加３５人 

ペカンペ（鳥取アイヌ文化を学ぶ会） 

副代表・元人権擁護委員県連会長河原清夫氏をお招きし、河原氏

作製の紙芝居や冊子資料などにより、日本人であるアイヌ民族の文

化と迫害の歴史を共有しました。 

アイヌの人々は、北海道に先住し、多様で豊かな独自の文化を発

展させてきました。しかし、和人（本州から渡来した人たち）による土

地の収奪、強制移住、生業（狩猟・漁労）のはく奪、日本語・日本式名

前の強制等が始まり、現在もなお、アイヌ出身と分かれば差別される

実態があります。 

 アイヌの人々に対する偏見・差別の解消は、法務省が定める人権啓

発活動の重点目標として掲げる 17 項目の一つでもあります。私た

ちは、アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するため、歴史、

文化、伝統などの認識と理解を深めることが求められています。 

（参考）アイヌ文化の伝承者である知里幸恵は「アイヌ神謡集」を著し、

アイヌの口承文化を初めて文字にして紹介しました。彼女の生涯を

描いた映画「カムイのうた」は、差別や虐待のない社会の構築を訴え

た作品です。 

人権尊重社会を実現する鳥取市民集会 8/23(金)４名参加 

 全大会の後、分科会では鳥取市内の２地区の報告を聞いた。どの

地域でも研修会、小地域座談会、視察など行われているが町内にど

れほど浸透し、成果として現れているのか疑問に感じた。研修を受

け感想を述べるだけでなく、それをどう課題解消につなげていくの

か・・・それが課題かなと思った。 

台風１０号の影響で一週間延期して開催しました。 

小学生出世相撲では保護者の大声援、赤ちゃん泣き相撲では可 

愛い泣き声が響き渡り、土俵廻りは笑顔であふれていました。 

◎小学生出世相撲・赤ちゃん泣き相撲 9/8(日)

＜ボランティアの会＞

清掃作業 8/24(土) 
小学校周辺や晩稲川沿いの 

草刈り等を行いました。地 

域貢献として、南隈にある 

YAHATA(株)職員 6名が参加 

くださいました。 

「かろ」をテーマにしたゲーム、

わたがしやポップコーンなどを 

楽しみ、子どもたちのはち切れ 

んばかりの笑顔がありました。 

賀露消防団の協力のもと、子ど 

もたちは消火体験もしました。 

＜食事サービスボランティアの会＞ 

地区公民館・調理室クリーン化 9/18(水) 

調理台、器具、食器、スリッパなどキレイに清掃。 

猛暑の中、参加の皆様ありがとうございました。 

内容が掲載されている内閣府 

ホームページの QRコード→ 


